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P − 65　　 妊娠に おけ る NK 細胞の 意義につ い

て の 免疫組織学的 および 微紹 形態学 的検討

P − 66　　 ヒ ト培養羊膜細胞におけるPGE2 産生

に及ぼす各種サイ トカ イ ン の 影響
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［目的1妊娠初期の 子宮内膜似 下 EM ）に は 多数の

NK 細胞が集合 して い る こ とが知 られて い る。今

回妊娠にお けるそ の役割を明 らかに する目的で非

妊娠 （増殖期、分泌期、EP ホル モ ン投与下）と妊娠

初期 の子宮内膜に おけるNK 細胞の局在 を、ヒ ト

NK 細胞の表面抗原で ある CD56 を用い て免疫組織

化学的検討を行 うとともに 、NK 細胞の微細形態

の検討か らその機 能の検索を行っ た 。【方法】EM

は患者の同意の もとで閉経前女性（30 −50才 ；増殖

期 6例．分泌期 5例、妊娠合併 1例）で、子宮筋腫に

より摘出された手術標本、また脱落膜は妊娠8週

から10週で の入工 妊娠中絶術に より得られた標本

10例を用い た 。 EM 及び 筋層の
一

部を PLP 固定

後凍結切片 を作成 し、マ ウス 抗CD56 抗体 を用 い

て 免疫組織染色を行 っ た 。また別の 標本を

Kam 。 vsk ア液に24時間 浸漬固 定後．包埋し、電 子

顕微 鏡で 観察 した。［成績】NK 細胞は労泌期に増加

し、EM 間質、特に 基底層 より機能層に 有意に 多

数存 在 した。妊娠子宮におい ては着床部と非着床

部で はい ず れ もWW 細胞は非 妊娠時 に 比 べ て 増加

して い るが、両部の 間に は有意の差 を認め なか っ

た。またホ ル モ ン 剤内服 例で ZZ 細胞 が 増殖 期 に

比べ て増加 してい た。NK 細 胞の果粒は非妊 娠分

泌期 に お い てはそ の数お よびサイズ は小さ い が、

妊娠初期に は増大、また rER 、ミ トコ ン ドリア も

発達 し、機能の亢進が示唆 された。［結論 IEMへ

の NK 細胞 の 集合は、絨毛細胞の存在下 に お い て

お こ るので はな く、分泌期 にお い て はホル モンの

影響下に機能層に お い て増加する こ と、又 妊娠時

に お い て もNK 細胞の機能の抑制は認め られない

こ とか ら、妊卵 の 拒絶に働 くよ りむ しろ、妊娠 の

成立 ・維持に 重要な役割 を果 たす と考え られた。

匚目的］子宮内感染の 際に羊水中に増加する各種

サイ トカ イ ン の ヒ ト培 養羊膜細胞PGE2 産生に及ぼ

す影響 を検討する 。 特 にIL−8に つ い て は こ れ まで に

検討が なされてお らず、その作用を明確に する 。

［方法］選択的帝王切開術 に て得られ た 妊娠米期（未

破水）の 正常胎盤 よ り羊膜 を剥離 し、 トリプシ ン 処

理後 10％ FBS 加 DMEMIF −12培地 に て 培養 （37

℃ ， 5％　CM 　ln　air ）した 。 細胞が con 伽 ent に な っ

た後、サイ トカイ ン （L −1 α ，IL4 β，IL−6，　IL−8，

TNF α ：0．1，1，10，　IOOnglml）を添加 した 0．1％ BSA

加 DMEM 　IF−12培地 で 同条件下 で 24時間培養 し、

培養液中の PGE2 量を EIA に て測定 した。また、培

養羊膜細胞 を Triton−x で 可溶化 し、そ の タ ン パ ク

量 を測定した 。 PGE2 産生 は 、 培養液の PGE2 量／

培養細 胞の タ ン パ ク量 と して算出 した 。 羊膜 を本

研究に使 うこ と に 関 して は 、あらか じめ患者の 同

意を得た 。

［成績］L −1a お よびIL−1βは、添加量 0．lng！ml か

ら培養羊膜細胞 に お けるPGE2 産生 量を用量依存性

に増加させ 、100ng〆ml ではそれぞれ コ ン トロ
ール

に比べ 3．2倍お よび 2．0倍 の 有意 （Pく0．001，n ＝ 15お よ

び 19）なPGE2 産生 を示 した 。 工L −6 （n ； 30）も添加量

100ng！m1 で増加を示 した 。　IL−8は 、添加量100ng！ml

で 1．3倍の有意 （P＜0．Ol，n＝30）な PGE2 産生 を示 した 。

TNF α は 、添加量10nglml よ りPGE2 産生 の 増加が認

め られ 、 100ng／ml 添加では 1．5倍の 有意

（P＜e．001
，
n ＝ 30）な PGE2 産生 が み られ た。

　［結論］IL−1 α 、IL−1β、　IL−6お よびTNF α と同様

に 、IL−8も培養羊膜細胞におけるPGE2 産生を促進

させ る こ とが初め て 示 され た 。
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